
 

●介護保険料･利用料の減免制度を提案し実現。 

●75歳以上の針･灸･マッサージ助成を提案し実現。 

●市の借金の借り換え提案で、30億円以上節約。 

●学校耐震化、特養ホーム増設など数々。 

１９４２年栃木県那須町生まれ。働きながら法政大学卒業。

労働組合役員、４中ＰＴＡ役員など歴任。座右の銘は「継続

は力」「努力に勝るものなし」。現在、日本共産党松戸市議

団幹事長、農業委員、五香在住。 

伊藤さんこそ市長に 
ある小学校のプールのすぐ隣に、高層マンションが

建設されようとしたとき、近所の若いお母さん方の反対

運動に寄りそって、議会でも取り上げて、やめさせてく

れました。こんな人こそ市長にふさわしい！ 

新日本婦人の会松戸支部事務局長 

萩原まり子さん 



 

 

 

  

市民いじめの１６年、いまこそ転換を！  
「行財政改革」のかけ声で学校を統廃合し、難病者・寝たきり身体障害者・親を亡くした子どもへの補助を削り、一方で、バ

ブルのもうけに失敗した民間の土地区画整理事業には８０億円以上の公金を投入してきた松戸市政。今度は、ごみの有料

化や、市立病院の民営化まで本格的な検討を始めています。 

こうした市長の提案に１００％賛成してきた市議会議員が、あいついで市長に名乗りをあげていますが、これらの人たち

も、民営化路線にきっぱりとした態度はとれません。日本共産党の伊藤よいちろうは、市立病院の「公設公営」を貫きます。 

「市立病院」と「暮らし」、これが２大争点です！ 
市立病院問題と同様に、暮らしの問題も大切です。高すぎる国保料、足りない保育所・特養

ホーム、中小業者への支援、松戸駅などバリアフリー化の実施、ごみ有料化ストップなども緊

急の課題です。いつも市民の皆さんに寄りそい、活動してきた日本共産党の伊藤よいちろう

は、「いのちの砦」としての松戸市政を実現するため、全力でがんばります。 

「自民はダメ、民主にも裏切られた」 

 格差と貧困を広げた自民党政治を変えたい、こういう

国民の思いで誕生した民主党鳩山政権。ところが「政治

とカネ」、後期高齢者医療制度、普天間基地など数々の

公約違反と政治不信。これでは日米同盟絶対、財界言い

なりの自民党と同じではないかというのがみなさんの気

持ちではないでしょうか。 

保守・無党派と共産党の共同広がる 

 いま、保守・無党派の方々と日本共産党と共同が広が

っています。これまで自民党を支持してきた各種団体も

「政党支持の自由化」に踏み切っています。国民のための

新しい政治を求めるみなさんと、日本共産党のめざす方

向は一致しています。 

 松戸市の新しい政治 

も、日本共産党とごいっ 

しょに、切り開きましょう。 
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